
２　個別事業評価調書

事　業　名

目標時期

総事業費 2,079 本年度事業費 2,079 交付金交付額 1,030

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

具体的な成果

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　合併を進めていく上において、住民が不便を感じることなく新町に馴染んでいけるまちづくりを行うに
は、各種行政情報の周知・提供は、行政としての責務である。

　合併により生じる行政情報の様々な変更点等、各種情報を事前に配布・周知することにより、住民サー
ビスの低下防止及び新町への円滑な移行に寄与する。

団体名：与謝野町

与謝野町暮らしのガイドブック作成事業

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　合併に対する住民意識は非常に高いものと認識しており、本事業による各種情報提供により行政への
理解を深め、住民自らが判断できる足掛かりとなるものである。

事業の概要

　市町村合併により生ずる行政サービスの変更等、各種行政情報を「与謝野町暮らしのガイドブック」と
して冊子にまとめ、新町発足までに住民に配布することで、住民サービスの低下の防止、および新町へ
の円滑な移行に寄与するものである。
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